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1　は　じ　め　に

水稲不耕起移植栽培は省力化や環境保全的効果等，様々

な面で優れているとされている。しかし．慣行移植栽培と

比較して，生育初期の茎数確保が難しく，年次やほ場条件

により収量や品質等の低下を招きやすい。

そこで，本研究では水稲不排起移植栽培の安定生産を図

るため，細粒灰色低地土と泥炭土の二種頬の土壌型で，地

力窒素の吸収パターン及び効果的施肥法について検討した。

2　試　験　方　法

（1）試験場所及び土壌型

1）宮城県農業センター内本木は場　泥炭土

2）宮城県農業センター鹿島台現地は場　細粒灰色

低地土

（2）排種概要

1）本木は場

植

品
　
移

種　ひとめぼれ（稚苗）

目　全層耕起：1995／5／9

不耕起：1995／5／12

窒素施肥法　慣　　行：本田に速効性肥料（塩安）全層

散布→代かき→移植

上乗せ：移植前育苗箱上に肥効調節型肥

料（LPlOO，ロング40）散布→

移植

2）鹿島台は場

植

品
　
移

種　ササニシキ（中西）

目1996／5／10

表1　試験区の構成

窒素施肥法　上乗せ：移植前育苗箱上に肥効調節型肥

料（LPlOO，LP70，LP30）散

布→移植

（3）施肥窒素利用率は，1996年の鹿島台及び本木のデー

タを用いた。

（4）試験区の構成については表1に示した。

3　試験結果及び考察

地力窒素の吸収量及び茎数については，泥炭土で生育期

間中のすべての時期において，不耕起で全屑耕起より下回っ

た。細粒灰色低地土においては，生育初期に不耕起で全層

耕起より低くなったが．その後は，全層耕起の値に近い推

移を示した（図1）。

不耕起栽培における初期生育遅延の一つの要因として．
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図1地力窒素吸収量と茎数の推移
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鹿島台こわら施用　P20，（PK）7．2kg／10a及びK20（PK）3．6kg／10a春施用
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生育初期に地力窒素の発現が十分でないことが考えられた。

肥効調節型肥料（LP）の施肥窒素利用率は，いずれも

速効性肥料（硫安）よりもかなり高かった。特に，不耕起

での速効性肥料の利用率は，全層耕超の55－65％と低かっ

た。また，肥効調節型肥料については，細粒灰色低地土で

の利用率が泥炭土での利用率よりも高かった（表2）。

表2　施肥窒素利用率（1996年）

土　　壌　　　肥　　料
全層耕起　　不耕起
（％）　　　（％）

細粒灰色低地土　　硫安　　　　　20　　　　11
LP30　　　　　　　　　　　　60

LPlOO　　　　60　　　　　　69

泥炭土 硫安　　　　　23　　　　15
LP30　　　　　38　　　　　　45

LPlOO　　　　45　　　　　　54

注．垂窒素発光分析による

不耕起では速効性肥料の利用率が低く，初期生育確保の

面からは，肥効調節型肥料の接触施肥等が適していると考

えられた。

土壌型による地力窒素吸収パターンを考慮し，不耕起で

の生育初期窒素吸収．星を高めるため，溶出の早い肥効調節

型肥料を育苗箱に上乗せした。

灰色低地土では溶出期間の長い肥効調節型肥料（LPlOO

のみ）を施用した区に比べ，生育初期の施肥由来窒素吸収

虫を高めることができた（図2）。また，LPlOO施用区で

7月の生育が旺盛でポ当たり籾数が過剰になり豊熟歩合が

低下したのに対し．IJP30十LP70区では豊熟歩合が向上し，

収量も高まった。玄米窒素濃度も同程度であった（表3）。

泥炭土では初期の施肥由来窒素吸収出は基肥LPlOOの

みの区と，ロング40を混合した区で同程度であったが，最

終的には穂数がロング40混合区で多くなった（図3，表4）。

これは，分げっが比較的早く始まり，初期の茎数確保がで

きたためと考えられた。収足や玄米窒素濃度も全層耕起と

同等となった（表4）。

蓑3　収星構成要素（細粒灰色低地土1996年）
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図2　窒素吸収星の推移（1996年　細粒灰色低地土）
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図3　窒素吸収量の推移（1995年　泥炭土）

4　ま　と　め

不耕起移植栽培でも，土壌タイプに合った溶出の早い肥

効調節型肥料で窒素吸収墨を高めることにより．初期生育

を確保でき，収益が同等以上となり，品質にも問題がなかっ

た。ただし，初期生育の向上のためには，溶出の早い肥効

調節型肥料の割合をある程度高める必要があると考えられ

た。

収見調査（収量は1．7mm以上）
区　　名　　全樹数　　棟　数　　一棟籾数　　登熟歩合　　千拉重　　収　　境　　玄米N

（千校／d）（本／ポ）　　　　　　　　（％）　　　（g）　　（g／ポ）（％，乾物当たり）
全層耕起B　　　　45．1　　　　496　　　　　91　　　　　72　　　　　21．4　　　　693　　　　1．16
不耕起C　　　　3臥1　　　　441　　　　86　　　　　94　　　　　21．4　　　　766　　　　1．12
不耕起D　　　　47．5　　　　490　　　　　97　　　　　67　　　　　21．8　　　　698　　　　1．14

表4　収塁構成要素（泥炭土1995年）

収虫調査（収量は1．7mm以上）
区　　　名　　　全籾数　　棟　　数　　一棟籾数　　登熟歩合　　千拉垂　　収　　量　　玄米N

（千拉／ポ）（本／d）　　　　　　　　（％）　　　（g）　　（g／ポ）（％．乾物当たり）
全層耕起A　　　　26．1　　　　390　　　　　67　　　　　89　　　　　24．4　　　　　570　　　　1．02
不耕起A　　　　29．2　　　　　321　　　　91　　　　　78　　　　　23．8　　　　　540　　　　1．07
不排起　B　　　　28．4　　　　　374　　　　　76　　　　　88　　　　　22．8　　　　　573　　　　　0．98
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